
下浦 佳之

「かあちゃん かみさま おこったんだべが？」
～大災害時における、子どもの食の問題と対応について～



震災の引き金となった活断層・野島断層の断面

野島断層・阪神淡路大震災震源地の活断層

「震災を語り継ぎ、教訓を未来に活かし、
将来起こりうる大地震で少しでも犠牲者を減らしたい。」

この「大きなずれ」が地震を引き起こし、
支援活動においても被災者に対する支
援者の考え・支援方法等の「ずれ」が被
災者への配慮や活動に大きな影響を及
ぼすことを痛感した。



かあちゃん
かみさま
おこったんだべが？



阪神・淡路大震災 東日本大震災

発生日時 平成７年１月１７日 午前５時４６分 平成２３年３月１１日 午後２時４６分

震源地 淡路島北部 北緯３４度３６分 東経１３４度０３分 宮城県牡鹿半島 三陸沖 東南東約１３０km付近

震源の深さ １４ｋｍ 直下型地震（タテ揺れ） 約２４ｋｍ（暫定値） 海溝型地震（ヨコ揺れ）

規模 マグニチュード７．２ マグニチュード９．０

各地の震度 震度６ 神戸・洲本、震度５ 豊岡、震度４ 姫路 震度７ 宮城県栗原市

死亡者 ６，４３４人（安否不明 ３人） １万５，７９９人 安否不明（４，０５３人）
避難者 ７万４，９００人 （８日現在復興対策本部調べ）

２０１１年９月２０日現在震災の概要



災害時の食事や栄養補給の活動のながれ

フェイズ０ フェイズ１ フェイズ２ フェイズ３

震災発生から24 時間以内 72 時間以内 4日目～1ヶ月 1ヶ月以降

高エネルギー食品の提供 たんぱく質不足への対応

ビタミン、ミネラルの不足への対応

主食（パン類、おにぎり）を中心 炊き出し

弁当支給

水分補給

※代替食の検討

　　・乳幼児

　　・高齢者（嚥下困難等）

　　・食事制限のある慢性疾患患者 巡回栄養相談

　　　　糖尿病、腎臓病、心臓病 栄養教育（食事づくりの指導等）

　　　　肝臓病、高血圧、アレルギー 　 　　　仮設住宅入居前・入居後

　　 　　　被災住宅入居者

炊き出し 避難所 避難所、給食施設 避難所、給食施設 避難所、給食施設

栄養相談 避難所、被災住宅 避難所、被災住宅 避難所、被災住宅、仮設住宅

栄養補給

フェイズ

場所

被
災
者
へ
の
対
応

災害時の食事や栄養補給の活動の流れ



災害発生時の役割
・状況把握（被害状況、下記の活動等を行うための情報）
・食料・水の供給・炊き出しに関する栄養管理
・災害弱者（高齢者、乳幼児、慢性疾患者等）等への食生活支援
・被災者（避難所、避難所外、仮設住宅）全体への食生活支援

フェイズ0 (概ね震災発生から24 時間以内)
・この時期の課題としては、最低限のエネルギー・水分確保であり、備蓄食料の放出、救
援物資の供給、不足食料の要請、炊き出し計画など
・最初は熱を加えなくてもよいものや調理しなくてもよいもの（乾パン、缶詰、菓子類等）を
優先的に活用する
・乳幼児用食品（ミルク、ベビーフード等）、高齢者用食品、病態用食品、栄養補助食品、
アレルギー用食品等が不足している場合には災害対策本部や地域機関と連携し確保

フェイズ1 (概ね震災発生から72 時間以内)
・基本的にはフェイズ0 から継続した活動が主

・この時期は救援物資などが避難所に配給されるようになるが、エネルギーと水分の確
保が課題
・この時期は断水等の影響でトイレが十分使用できず、水分摂取を控える傾向がみられ、
脱水等が問題となる。エコノミークラス症候群の予防の観点からも水分摂取への注意喚
起が必要
・避難所における巡回栄養相談を計画する



フェイズ２ (概ね4日目から1か月まで)
・慣れない避難生活のために慢性疲労や体調不良者が増え、便秘、口内炎、食欲不振、風
邪を引きやすい等の症状がみられ、健康保持のために食事内容がより重要になる時期
・この時期には救援物資のおにぎりやパン等の主食類が余剰気味になってくる
・エネルギーと水分確保が中心の時期から、タンパク質やビタミン類などへの配合が必要と
なり、可能な限り、主食・主菜・副菜が揃う食事が提供できるような調整が必要となる

フェイズ３ (概ね1か月以降)
・この時期になると、避難所から仮設住宅への移行が始まる。仮設住宅における生活はこれ
までの生活と異なり、食生活にも大きな影響を及ぼすことが明らかとなっている
・災害前と同等の調理設備を整えるのは困難
・疲労・不安などにより調理意欲の減退
・仮設住宅の住居状況および周辺の食環境の把握、および訪問栄養指導を行う
・ひとつの鍋やフライパンでできる簡単バランス食の紹介、出来合のお総菜やレトルト食品等
を利用する際のアドバイスを行う

災害時の栄養・食生活支援マニュアルより

独 立 行 政 法 人 国 立 健 康 ・ 栄 養 研 究 所
社 団 法 人 日 本 栄 養 士 会



東日本大震災 日本栄養士会災害支援活動
様々な活動の場面から見えてきた問題点

Ⅰ．日本栄養士会の災害支援体制について

Ⅱ．人材派遣等について

Ⅲ．物資支援等について

Ⅳ．避難所の状況について

Ⅴ．今後の課題と対応について

Ⅵ．ＪＤＡ－ＤＡＴ（災害時緊急支援栄養チーム）
について

Ⅶ．絆・ささえあい・感謝



東日本大震災 日本栄養士会の取り組み
• ３月１１日 東北関東大震災発生
• ３月１２日 危機管理マニュアルに基づき、日本栄養士会長以下各役員、各都道

府県栄養士会長との緊急連絡体制及び支援体制の構築について協議
• ３月１３日 関西在住の小松常務事務取扱、木戸常任理事・下浦常任理事の３名

で東北関東大震災緊急対策会議（於：同志社女子大学）を開催
• ３月１４日 厚生労働省より 「東北地方太平洋沖地震」における妊産婦、乳幼児

への対応について（協力依頼）
• ３月１５日 東北関東大震災日栄緊急災害対策本部の設置
• ３月１７日 厚生労働省へ資料提供 日栄への協力依頼文書発出依頼
• ３月１９日 東北地方太平洋沖地震 日栄災害対策本部会議開催
• ３月２２日 厚生労働省より「東北地方太平洋沖地震に伴う災害発生により、避難

所等で生活する者への栄養・食生活の支援について」（協力依頼）
• ３月２２日 日本プライマリーケア連合学会との連携について 参加決定
• ３月２６日 日本プライマリーケア連合学会東日本大震災支援プロジェクト（ＰＣＡ

Ｔ）と連携し、協働支援のための日栄先遣隊（迫専務）派遣（宮城県気仙沼市）
• ３月２８日 災害支援管理栄養士・栄養のボランティア派遣開始

人材支援、・物資支援（濃厚流動食・プロティン・新生児用ミルク・ベビーフード・
ビタミン剤・ビタミン強化米・牛乳等）支援金・義援金募集、情報提供等を中心に
対応を行う。
災害支援管理栄養士・栄養士として気仙沼市、石巻市、岩手県遠野市等にて支

援活動を実施する。平成２３年６月２８日付 登録管理栄養士等７６７名 延べ派
遣人員として実働９９４名 被災県派遣人員は含まず）

日本栄養士会の災害支援体制 （対応１）

東北地方太平洋沖地震緊急対策本部を立ち上げる

～私たちは、手を差し伸べる使命と知識、さらに
技術を持っています～

(社)日本栄養士会 東北地方太平洋沖地震緊急対策本部 本部長

(社)日本栄養士会 会長
中 村 丁 次



気仙沼市健康管理
センター「すこやか」

遊楽館

藤沢町民病院医師公舎

涌谷町町民医療福祉センター
研修館・世代館

現地災害対策本部と派遣者の宿舎
宮城県気仙沼市・石巻市、岩手県遠野市

遠野市



被災県の栄養士会現地対策本部

日本栄養士会災害対策本部
（支援活動情報センター・活動支援センター）

日本栄養士会・支援地域（被災外）栄養士会
災害支援活動管理栄養士・栄養士

派 遣

避難所 救護所・病院・施設 自宅 仮設住居

２～３名１チームで巡回栄養相談として派遣

（乳幼児・妊産婦・高齢者・有病者・健康状態悪化者等）

派遣依頼

日本栄養士会が実施する災害支援管理栄養士・栄養士の派遣（概要）

活動支援

連携 自治体

人材派遣（対応２）



災害支援管理栄養士として行動すべき課題

• 避難所（集団）の栄養状況の把握と格差是正
（避難所における食事提供状況・救援物資の把握等）

• 避難所（個別）の栄養状態の把握と対応

• 在宅等医療チームとの連携
（循環器疾患・糖尿病・高齢者等健康問題を含む）

• 被災施設等への栄養・物資等支援

• 行政、県栄養士会・関係団体等との連携・調整

• 情報収集

情報を制する者は災害を制す。情報をいかに迅速に適確
に収集し、機動力を発揮するかがポイント。それには、拠
点整備とコーディネーターの配置が重要課題。

在宅で避難されている被災
者の栄養状態の把握と対応



東日本大震災での日本栄養士会の災害対策支援活動（８月３１日現在）

避難所・仮設住宅支援
健康・弱者・医療・格差等問題

高齢者等施設支援
食材料・栄養状態・健康等問題

在宅医療支援
医療・介護・食環境

支援の違いによるチーム
（日栄・県栄・混合）

実績
岩手県栄養士会 ・宮城県栄養士会・
福島県栄養士会
日栄 気仙沼市・石巻市・女川町・大船
渡町・釜石市等で支援活動

被災県栄養士会災害対策本部 日本栄養士会現地拠点

実績
活動場所：宮城県気仙沼市・
石巻市でＰＣＡＴと連携し活動

・現地管理栄養士・栄養士＋ボラン
ティア災害支援管理栄養士・栄養士
・チーム編成、情報・活動拠点
・宿泊場所・人員の健康管理

日本プライマリ・ケア連合学会等

日本栄養士会災害対策本部

８月３１日現在 登録栄養士７８２名
（４７都道府県・アメリカ）

医療支援チーム

実績
日栄 岩手県内、気仙沼市等
で支援活動

現地コーディネーター

支援物資（ビタ
ミン強化米・牛
乳等）の提供

平成２３年８月３１日現在 派遣者数 ４０６名 延べ人員実働約１，２１８名



遊楽館避難所

自衛隊管轄からの支援物資 ボランティアからの支援物資

石巻市からの支援物資 関係団体からの支援物資個人からの支援物資

行政のコントロー
ル機能が働いて
いない、機能す
る状況でない。

支援物資の流れが大きな問題
×

×

日本栄養士会



支
援

物
資 支援物資 支援物資
支援物資

国内外から被災地に直接支援物資が搬入される。倉庫が山
のような状態になり、何が入っているのかわからない状況。

（例）９００個のさば缶と３００個のかに缶があったと仮定する。

２００人規模の避難所 １，０００人規模の避難所

９００個と３００個とも配布
され余剰品となり在庫とし
て扱われる。物資の余剰

９００個・３００個ではいずれ
も不足するので配布なし。
物資の不足

管理栄養士が考える

さば缶１００個
かに缶１００個

さば缶８００個
かに缶２００個

（例）高齢者・幼児向けに
かに缶を優先配布する。



• 食料、水等の支援については国（農水省）で一本化。

• 特定保健用食品・栄養補助食品等は健康・栄養食品協会が国の指示で手配。

• 3月13日、特殊食品について賛助会員に対して協力依頼。

提供の可否、提供可能食品及び依頼方法等の回答を得た。

• 配送方法等が課題。

物的支援（対応３）

日本栄養士会が支援した食品・物品 （総額 2億円相当）

ビタミン強化米、サプリ米、マルチビタミン、ミネラルふりかけ、
牛乳、スキムミルク、粉ミルク、
スポーツ飲料、野菜ジュース、果汁飲料、ほうじ茶、青汁、
離乳食、幼児食、アレルギー源除去離乳食、
ゼリー飲料、とろみ剤、高蛋白食品、流動食、濃厚流動食、
糖尿病用食品、腎臓病用食品、食物繊維食品等
食器、ポット、使い捨て哺乳瓶、衛生物品対策セット、マスク、キャップ等

:経腸栄養剤の適正使用に関するお願い 事務連絡 平成２３年４月１日 厚生労働省医政局経済課保険局医療課

※入院患者でいわゆる医療食等を用いた食事療法が可能な患者につい
ては、出来る限り院内での食事療養費で対応していただくこととし、在宅
患者等への医薬品を優先的に使用すること．．．．



気仙沼市における食の状況気仙沼市における食の状況
避難所への食事の供給状況（４月２日）被災３週間後避難所への食事の供給状況（４月２日）被災３週間後

地域地域 朝朝 昼昼 夕夕

ＡＡ
３７０人３７０人

抜き抜き おにぎり、缶詰、おにぎり、缶詰、
果物果物

アンパンアンパン

ＢＢ
１１００人１１００人

パンパン おにぎりおにぎり デニーズの宅配デニーズの宅配

ＣＣ
５５０人５５０人

パンパン おにぎりおにぎり おにぎりおにぎり

アンパンアンパン

平均摂取エネルギー１０００キロカロリー / 厚生省基準２０００キロカロリー



平成２３年４月７日
鹿折中学校避難所での自衛隊の炊き出し（夕食）

ラップに包まれたご飯

具だくさん？の味噌汁

鯖の缶詰

発災後、既に１ヶ月近く経過し、おにぎりとみそ汁の食事で、
栄養的に問題はないと言えるのだろうか？

避難所の食事事情



鹿折(ししおり）中学校避難所の冷たいおにぎり(翌朝分）

「おにぎりどみそ汁があれば、
栄養は問題ないんだいが？」



気仙沼市健康管理センター内の
栄養関連支援物資

平成２３年４月１１日夕食
気仙沼中学校避難所

エネルギー 760kcal 塩分 4．6g気仙沼中学校避難所での市
からの１日２回の食料配給

塩分摂取過剰で高血圧の方が増大

固いおにぎり

汁は捨てられない



阪神大震災被災地における食の状況阪神大震災被災地における食の状況
避難所への食事の供給状況（被災後約３週間）避難所への食事の供給状況（被災後約３週間）

地域 朝 昼 夕

Ａ
ロールパン、ジャム、バ
ター、牛乳

おにぎり、佃煮、缶詰、
果物

弁当（幕の内）

Ｂ
パン、牛乳 おにぎり、おかず（缶詰） 弁当（幕の内）

Ｃ
パン、缶詰、バター、牛
乳

カップラーメン 弁当、カット野菜

Ｄ
パン、ジャム、バター、牛
乳

カップラーメン 弁当（幕の内）又は

おにぎり＋炊き出し

Ｅ
パン、牛乳またはジュー
ス

弁当（幕の内） 弁当（幕の内）

Ｆ
パン、牛乳 ご飯、おかず（肉類、卵、

野菜）、汁物
ご飯、おかず（肉類、
卵、野菜）



端午の節句 行事食



気仙沼中学校避難所での栄養相談

ケーウエーブでの栄養相談

適切な栄養相談の実施



5月1日から5月20日の期間を調査







避難所における食事に関する問題点

• おにぎり、菓子パン、カップ麺といった穀類中心の偏った食事提
供（炭水化物、脂質、塩分の過剰摂取）

• 菓子類、ジュース類中心の支援物資の提供（糖質の過剰摂取）

• 肉類・魚類・乳類等の不足（蛋白質の不足）

• 野菜類、果物類の不足（ビタミン、ミネラル・電解質（カルシウム・
カリウム・亜鉛）等の不足）

• 食事療法を必要とする慢性疾患病者、高齢者、乳幼児など個別
対応が必要な者への支援不足

被災者の声より
「明日の食事が提供されるかどうかわからないので、今あるものを食べておかないとね」
「自分だけが特別なものを食べられない、みんなと同じものでいいです」
「善意で頂いたものを残すわけにはいかないので、全部食べます」
「支援物資がたくさんあり、お菓子、ジュースなどが好きなときに好きなだけ食べられる

のが嬉しい、甘いものを食べていると癒される」
「今まで新鮮な魚を食べていたので、缶詰の魚はちょっとね～」
「血圧が高いので、麺類の汁は残しましょうと言われるけれど、どこに捨てるの？」



県直営避難所「ビッグパレットふくしま」で提供されている食事状況調査結果県直営避難所「ビッグパレットふくしま」で提供されている食事状況調査結果
【【調査期間：調査期間：66月３日（金）～月３日（金）～66月月1616日（木）日（木）】】

エネルギー（エネルギー（kcalkcal）） たんぱく質（たんぱく質（gg）） ビタミンビタミンBB１１（（mgmg）） ビタミンビタミンBB２２（（mgmg）） ビタミンビタミンCC（（mgmg））

平均提供量（平均提供量（
Ａ）Ａ）

２７６５２７６５ １２８１２８ ０．７０．７ １．１１．１ ６９６９

国栄養参照量国栄養参照量
（Ｂ）（Ｂ）

２０００２０００ ５５５５ １．１１．１ １．２１．２ １００１００

（Ａ／（Ｂ）（Ａ／（Ｂ） １３８％１３８％ ２３３％２３３％ ６４％６４％ ９２％９２％ ６９％６９％

(社社))福島県栄養士会の支援活動福島県栄養士会の支援活動

【日 時】６月３日（金）～７月１日（金）
毎週金曜日（９時～１６時）
【活動内容】

◇食事調査：６／３～６／１６までの２週間
◇栄養・衛生面でのアドバイス：毎週金曜日

エネルギーとたんぱ
く質は過剰、その他
のビタミンは不足……



肥 症

満

過食・間食・偏食・早食い
運動不足
認知異常
動機付け

ライフスタイルの変容
食生活環境の変化
高エネルギー食品
車社会
リズム異常
ストレス

遺伝的要因
インスリン感受性低下
糖・脂質代謝異常
エネルギー消費機能低下

行動要因

環境要因代謝要因

肥満症の発症及び
治療阻害要因

吉松博信：肥満症。内科学（金沢一朗ほか編）．医学書院．２００６

明日のことすら
考えられない
被災者に、何
年も先の合併
症の事を考え
て、食事に気
を付けましょう
とは言えない。

運動できない、遊ぶ
にも瓦礫の中を？

揚げ物中
心の弁当、
お菓子等



【資料集】
食事相談の案内のチラシの例

参考） 新潟県災害時栄養・食生活
支援活動ガイドライン －実践編－
http://www.kenko-
niigata.com/21/shishin/sonotakeikaku/
jissennhenn.html 



• 避難所における個別栄養対策の推進（栄養評価及び
栄養補給）

（支援物資の調整・避難所栄養格差是正・管理栄養士の配置・食中毒予
防・仮設厨房の設置及び衛生管理等）

• 自宅で居住している被災者の栄養対策の実施
（栄養巡回指導等）

• 仮設住居入居後の健康保持増進対策の実施
（自立した生活・コミュニティ再建支援・栄養巡回指導及び支援体制の整

備）

• 仮設住宅及び自宅居住者への訪問栄養食事指導の推
進（栄養ケア・ステーションによる活動の展開）

（慢性疾患患者に対して、診療所等の地域の医師と連携した管理栄養士の訪
問栄養食事指導の必要性） 居宅療養管理指導

・ 感染症予防・蔓延防止
・ 心のケア（災害支援管理栄養士・栄養士の心のケア含む）

リスクを抑制するための今後の対応



子どもの食の問題点への対応

• 乳幼児のミルク・離乳食等への対応

・海外では人口乳首つきの調整液状乳（あらかじめ調乳された人口乳）がある
が、我が国では現時点では法的規制により利用できない⇒法改正？

• 食物アレルギー児の食事への対応

・行政等での災害備蓄用食品の中にアレルギー対応食を確保する必要性

• 特殊な疾患をもった患児の食事への対応

・経腸栄養剤、とろみ剤、特殊食品（特殊ミルクを含む）等の確保

乳及び乳製品の成分規格等に関する省令
（昭和26年12月27日厚生省令第52号）第２条３７項

調製粉乳 生乳、牛乳若しくは特別牛乳又はこれらを原料として製造した食品を加
工し、又は主要原料とし、これに乳幼児に必要な栄養素を加え粉末状にしたもの

災害時の乳幼児栄養に関する指針 改訂版 ２０１１．４ 母乳育児団体連絡協議会作成より



生後１～２歳の赤ちゃんの体重９ｋｇに対して栄養１０００ｋｃａｌと５０～５９歳
の体重６０ｋｇの成人に対して２０００ｋｃａｌ。基礎代謝基準値は１～２歳児は
約６０ｋｃａｌ／ｋｇ体重／日、５０～５９歳は約２０ｋｃａｌ／ｋｇ体重／日



• 避難所等における子どもの食事への対応

・子どもの食事への配慮（量・バランス・味・固さ等） 栄養アセスメント

• 学校給食の早期再開と安定供給への対応

・●●市の小・中学校５５校 給食のおかず１品減 「被災地の痛み分

かち合おう」？？東日本大震災の被災地への配慮と物流の不安定さか
ら、給食のおかずの数を１品減らす「応急給食」に切り替える。

⇒日本栄養士会より文部科学省に情報提供し、善処方を依頼

・ 災害時の食（習慣）の是正

･食環境の改善、整備⇒食事支援のあり方の検討が必要

子どもの食の問題点への対応

平時における「食育」への取り組みが重要



• カット野菜・フルーツ

• クックチルシステム

• 配給・管理方法

今後の食事支援の考え方





Ⅵ．ＪＤＡ－ＤＡＴ（災害時緊急支
援栄養チーム）について





被災地のＭａｎａｇｅｍｅｎｔ ６Ｒ‘ｓ
§ Ｒｉｇｈｔ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 適切な情報を基に

§ Ｒｉｇｈｔ Ｔｉｍｅ 適切な時に

§ Ｒｉｇｈｔ Ｐｌａｃｅ 適切な場所へ

§ Ｒｉｇｈｔ Ｐｅｒｓｏｎ 適切な人が

§ Ｒｉｇｈｔ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ 適切な器材を持って

§ Ｒｉｇｈｔ Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ

適切な調整・協力

を受け救援活動を行う。



ＪＤＡｰＤＡＴとは？（案）

ＪＤＡｰＤＡＴとは「災害発生地域において栄養に関す

る支援活動ができる専門的トレーニングを受けた栄養
支援チーム」と定義しており、日本栄養士会災害派遣
栄養支援チーム Ｊａｐａｎ Dietetic Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｰ
Ｄisaster Assistance Team の頭文字をとって略して
ＪDＡｰDAT（ディーダット）と呼びます。

災害支援管理栄養士等２～３名と被災地管理栄養士
等１名で構成され、国内外で大規模災害が発生した地
域において、避難所、施設、自宅、仮設住宅等で被災
者に対する栄養に関する支援活
動ができる専門的なトレーニング
を受けた栄養支援チームです。

ＤｰＤＡＴ

緊急支
援物資



ＪＤＡｰＤＡＴ

管理栄養士

○○県栄養士会

日本栄養士会日栄花子

ＪＤＡｰＤＡＴ

ＪＤＡｰＤＡＴ

ＪＤＡｰＤＡＴ着用ジャケット（案）

ミルクやアレルギー食品 とろみ剤・流動食 緊急搬送車両

関連業者との事前提携が必要



神様は、
乗り越えられる試練しか
人には与えねがら、
大丈夫だっちゃ！

食べることは、生きること



ご静聴ありがとうございました。また今回の活動におきまして ご
支援いただきました方々に厚くお礼申し上げます。

被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。


